

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































お わ り に
　本稿執筆中に，本件訴訟は原告側の敗訴（請求棄却）となった。判決文の入手が間に合
わなかったこともあり，整理が不十分で分かりにくい箇所，描写が上手く行えていない箇
所が残されている。今後，評釈を物すにあたって，適宜修正を行いたい。
　前章の侵害法益に関する箇所で示したとおり，本件においてはＸには身体的な損害が発
生していない。このことは，従来の学説や（裁）判例に照らして考えると，既に原告側は
相当勝ちにくい状況であった。それにも関わらず，訴訟に踏み切ったのは，渡航移植に頼
らざるを得ない患者の置かれた境遇を社会に知ってほしいとのことであろう（57）。もちろん
私もそうした状況を理解しないわけではないが，法解釈論としてはＸ側の主張が裁判所に
全て受け入れられるとは到底思えない。
　これはいわゆる「政策形成訴訟」というものに対応するだろう。
585
岡　法（68―３・４） 362
六六
　しかしながら，本件訴訟には非常に引っかかるやりとりがあった。このことについて，
最後に一言コメントを行いたい。それは，Ｙ病院側が国立大学の附属病院という医療機関
の「公的立場」を前面に出して，それゆえにイスタンブール宣言などの国際的倫理基準に
従って，患者の診療を断ることができると主張することについてである。Ｘ側はこれに反
対して，むしろ公的機関が最後の砦として機能すべきだと主張する。この点について，そ
こまで言う必要があったのかという残念な気持ちを私は持たざるを得ない。Ｙ病院の言い
分を敷衍すれば，結局のところ公益性の高い病院ほど診療拒否が行われやすくなるが，そ
うすると高度な医療技術を有する国立病院機構などになるほど診療拒否が行われることに
もなりそうである。そのような理解で良いのだろうか。そもそも臓器売買のような組織的
な犯罪に対応するのは，第一義的には国家であって一医療機関ではないはずである。Ｙ病
院は，医療機関が特定の患者を排除することによって，背後にある組織的犯罪に対応する
ことが，本当に能力的・物理的に可能だと考えているのだろうか。加えて，対象を臓器売
買に限定して対応する理由も不明である（世の中には法律上明確に犯罪とされているもの
が他にもある）。むしろ，医療者を教育する機関でもある大学病院においては，「罪を憎ん
で人を憎まず」，人を分け隔てなく診るような教育をこそすべきではないのだろうか（58）。
このような主張は，Ｘ側の強い診療の求めに反応する形で出されたものであったかもしれ
ない。しかし，もしこのような箇所が裁判において採用される（拾われる）ならば，判決
を見た（一般の）患者のＹ病院に対するイメージは良くなるようには思われない（きっと
上から目線の物言いに聞こえるだろう）。余計なお世話と受け止められるだろうが，もう少
し慎重な対応も可能であったかと思われる。
　もちろん，暴力を振るうような患者への対応は別として教育すべきかと思われる。
